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兵庫韓商 在日コリアン経済史編纂部会

在日韓国研究所 金 光 男

ソウルは百済（ペクチェ）発祥の地だ。その後は百済･新羅・高句麗の三国がこの地を

めぐって何度も争奪戦を展開し、統一新羅時代には漢陽（ハニャン）と呼ばれた。高麗時

代の 1067年には南京となり、離宮も建てられた。

1392 年に(李氏)朝鮮を建国した李成桂
(イ・ソンゲェ)は、都を開城（ケソン）

から漢陽に遷都し、ここを漢城（ハンソ

ン）と改称した。現在のソウル光化門に

位置する景福宮(左写真)を中心に 5 部(東
・西・南・北・中)52 坊の行政区画を確

立し、1396 年には、外敵を防ぐために仁
王山‐白岳山‐駱山‐木覓山を繋ぐ城郭

と、城内に出入りする南大門・東大門な

ど 4大門と 4小門が築造された。これらの
門には「仁儀礼智信」の 5文字で名がつけ

られ、東大門は興仁之門、南大門は崇礼門、

西大門は敦義門、そして北には弘智門の扁

額が掲げられた。そして 4大門の中心にあ

る鐘楼は普信閣（ポシンガク）と名づけら

れたが、普信閣は今も、12 月 31 日の夜に
ソウル市長と市民が「除夜の鐘」を突くの

で有名だ。

仁・儀・礼・智・信は儒教で五常といい、

人が天の意思に従って常に守らなければならない道徳的基準のことだ。
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500 年間、(李氏)朝鮮の都だった漢城は 19 世紀に入り、欧米列強の圧迫と共に日本の
本格的な侵略を受け、1910 年 8 月 22 日に結ばれた韓日併合条約(同年 8 月 29 日公布)に

よって、朝鮮は日本の完全な植民地となった。そして同年 9 月 30 日に施行された朝鮮総
督府地方官制に基づき、漢城は「京城府」に改められた。

日本公使館が朝鮮に設置されたのは併合前の 1880 年(明治 13 年)だが、2 年後の 1882

年に西大門から南山の倭城台（ウェソンデ）に移転した。倭城台という地名は、豊臣軍の

侵略の時に南山（ナムサン）に倭城が築かれたことに由来する。城がなくなった後も倭城

台という地名だけが残った。そして朝鮮に進出した日本人は倭城台に定着し、ここに日本

人居留地を形成するようになった。

1905年に締結された第 2次韓日協約によって朝
鮮は日本の｢保護国｣となり、韓国統監府が設置さ

れ、日本公使館は統監官邸(右写真)となった。そ

して 1910 年 8 月 22 日に締結された韓日併合条約
は、ここ倭城台の統監官邸で調印され、統監府は

朝鮮総督府となる。この時に寺内正毅統監の詠ん

だ歌が、｢早川 加藤 小西が世にあらば いかで

か 今宵の月を見るらむ」だ。現在、統監府の建

物は残っていないが、1960 年の 5.16 軍事クーデター後には、中央情報部がここ南山に設

置された。

韓日併合直後、城郭内に｢部｣、城郭外に｢面｣を置く 5 部 8 面制が布かれるが、1914 年
に廃止され、旧京城府は｢町・洞｣に分けられた。その結果、日本式の｢町｣と、朝鮮の伝統

的な｢洞｣が混在するようになる。

1936 年に、総督府は周辺地域を併合して京城府域を 4 倍に拡大したが、この時の人口
は 63万 7千人で、1944年には人口 110万人の大都市となっている。1943年には区制が導

入された（7 区＝龍山区・東大門区・城東区・西大門区・永登浦区・鍾路区・中区。翌年
に麻浦区）。

京城府は植民都市の特性として、清渓川(チョンゲチョン)を境界にして支配者生活地域

と被支配者生活地域に二分されていた。朝鮮人の繁華街は鐘路(チョンノ)通りであり、日

本人の中心街は本町通り(現在の乙支路)、黄金町通り(現在の忠武路)だった。そして本町

通りと黄金町通りの間に、明治町(現在の明洞)があった。あの古賀政雄も明治町に住んで

いた。

1995 年 8月 15日から、ソウル光化門が元の姿を取り戻した。ここには、朝鮮王朝の正
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宮である景福宮を隠すように旧朝鮮総督府の庁舎（下写真）が存在していた。1926 年に
建てられた旧朝鮮総督府庁舎は、建坪

2134 坪(総延坪 9619 坪)、5 階建ての建
造物であり、光化門を移動させて景福宮

の正面に建てられた。1948 年 8 月の大韓

民国政府樹立後は中央政府庁舎として使

われ、その後も中央博物館として利用さ

れてきた。

韓国人にとっては屈辱的な植民地支配の象徴であり、「民族の精気」を断つ意味で王宮

の正面に建てられた旧朝鮮総督府庁舎に対しては、保存か撤去かの議論が繰り返されて来

た。そして金泳三（キム・ヨンサム）大統領の指示によって、1995 年 8 月 15 日から解体
が開始され、尖塔部分のみを残して庁舎は 1996 年に撤去された。現在、尖塔部分だけが

天安（チョナン）市の独立記念館に展示されている。

日本からの観光客が、必ずといっていいほど訪れる繁華街の明洞(ミョンドン)は、日本

植民地時代には明治町と呼ばれた。そして解放後、明治町の｢明｣を残して明洞と名づけら

れた。

明洞近辺には今も、植民地時代の日本建築物が

多く残っている。代表的な建物が韓国銀行本館(右

写真)だ。1907 年、東京駅や日本銀行本店など日
本を代表する名建築を手掛けたことで知られる辰

野金吾の設計より、第一銀行京城支店として着工

された。1909年には韓国銀行となり、中央銀行の
機能を担ったが、1911年には朝鮮銀行と改称され、
朝鮮総督府直属の金融機関となった。1945 年の解放後は韓国銀行本館となり、2004 年か

らは貨幣博物館として利用されている。

貨幣博物館に隣接して韓国銀行別館があるが、元々

は 1933 年に東京火災保険株式会社京城支店として完
工した建物だ。設計は、東京銀座の和光（旧服部時

計店）や横浜のホテルニューグランドを設計した建

築家の渡辺仁だ。
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南大門市場に隣接し、韓国銀行本館の前に位置する

新世界百貨店旧舘(左写真)は元々、三越百貨店だっ

た。1930年 10月に三越百貨店京城店として開業した。
ここには、京城府庁があったのだが、1926 年に移転
し、その跡に三越百貨店が建てられた。1945 年の解

放後は同和百貨店として営業していたが、1963 年に
サムスングループに買収され、新世界百貨店となっ

た。

その隣に位置するのが植民地時代の 1929 年に設立さ

れた旧朝鮮貯蓄銀行の建物だ(左写真)。朝鮮貯蓄銀

行は、解放後に韓国貯蓄銀行と改称し、1958 年には
韓国を代表する第一銀行となり、その本店となった。

1997 年の IMF 外貨危機の後、外資に譲渡されて SC
第一銀行明洞支店となったが、現在はショッピング

・文化複合空間の新世界百貨店本店「ザ・ヘリテー

ジ」に変貌している。

そして明治町と呼ばれていた明洞の繁華街には明洞

劇場がある。1934 年に映画館兼劇場としてスタート
した。設計者は玉田橘治だ。明治座は 8.15 解放後、

国際劇場に改称。1947 年に市公館としてソウル市に
運営権が移ったが、1957 年に韓国政府が購入して明
洞芸術会館となった。その後、明洞国立劇場に改称

されたが、ソウル獎忠洞（チャンチュンドン）に新

国立劇場ができ、1975年に閉鎖・売却。しかし文化芸術人らが復活署名運動などをし、2009
年 6月 5日に明洞芸術劇場としてリニューアルオープンした。

明洞の韓国銀行本館前に噴水台が

あるが、これも植民地時代に造成

されたものであり、当時は「セン

ギン(朝鮮銀行)前広場」と呼ばれ

ていた。また、その前にあるソウ

ル中央郵便局(右写真)は、1915
年建設の元京城郵便局(左写真)の跡地に建てられた。1950 年の朝鮮戦
争時に赤レンガの建物は消失してしまった。
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地下鉄の乙支路入口駅から地上に出ると、ロッテ百

貨店本店の前に韓国電力南大門路社屋(左写真) が見

える。この建物は、植民地時代の 1928 年に京城電気
株式会社社屋として建てられた。朝鮮で最初の耐火

・耐震設計の建物であり、エレベーターが最初に設

置されたのも、この建物の特徴だ。

ここから南大門路にそって乙支路を越え、清渓川の

広橋（クァンギョ）に至る一帯は当時、金融街だっ

た。朝鮮銀行、朝鮮殖産銀行、東洋拓殖株式会社を

含め、第十八銀行、朝鮮商業銀行、帝国生命などが

全て、この通りにあった。左側の写真は「ウリ銀行

鍾路(チョンノ)支店」。建物は広通館(クァントング

ァン)と言い、1909年に完成している。


